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平成 29年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【あなたと家族とみんなを守る防災アプリの活用法】 

日 程: 平成２９年９月２日(土) 13：00－16：10 

受講者数：14名 

会 場：兵庫県立大学神戸情報科学キャンパス 応用情報科学研究科 中講義室 

講 師：応用情報科学研究科 教授 有馬昌宏 

 

スマートフォンを防災や減災に有効に活用すべく、現在地や指定した地点の自然災害へのリスクの有

無を確認し、接近中や発生した災害に関する最新の気象防災情報を利用して避難すべきかどうかやどこ

に避難するかを判断し、家族や学校・職場に安危情報を送って安否確認の迅速化を支援するための各種

の防災アプリを紹介し、実際に操作して体験する。 

 このような状況のもと、本講座では、 

①防災アプリを利用して、都道府県や市区町村から公開されている津波や洪水や土砂災害などのハザー

ドマップをいかに有効に活用するか、 

②災害発生が迫っているときの警報や避難に関わる情報をいかに素早く獲得するか、 

③安全を確保した後で、離れた家族間での安否確認をいかに行うか、 

④通勤・通学先さらには地域（自主防災組織）での安否確認をいかに正確かつ迅速に行うか、 

をテーマとして、災害発生時の悲劇や後悔を繰り返さないように、防災あるいは減災に特化したアプリ

である「防災アプリ」に焦点を当てて、防災アプリを活用して家族と学校・企業・地域の災害対応力、

すなわちレジリエンスを高める方法を、３時間という短い時間ではありましたが、受講された皆さんと

一緒に考え、公開されている様々な防災アプリを実際に操作して体験して、防災に関する情報収集と安

否確認の仕組みの現状と課題を考えていただきました。 

 また、応用情報科学研究科にて開発中であり、国土地理院の平成 28 年度の防災アプリ公募で防災ア

プリ大賞を受賞した無料の防災アプリ“ハザードチェッカー”と安否確認用のアプリ“HYO-GO”

(Hazard(ハザード)と Yukue(行方)の Oshirase(お知らせ)へ GO の略)の利用方法についても解説しまし

た。 

 

 


